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　　　　　サ チユ タ カに 発生 して い るダイズモ ザイクウイル ス の 系統
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　　　　　　　　　　 （近 畿中国四 国農業研究セ ン ター ）
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SACHIYjTAKA”

　　Masayasu　SARUTA＊ ，
　Takah　i　de　SASAYA，　Ak　i　o　K　l　KUG｝｛1　and 　Ak　i　neri　OKABE

　　　　　　　　　　（Nat　l．　Agr　i　e．　Res．　CeRt．　磆est ．　Reg）

　大豆新品種 「サ チ ユ タカ」 は 高品 質多収で あ り 、 近 畿申国四 国地域 に おい て 基

幹品種に なる こ とが期待 され て い る。 しか し 、 地域に よ っ て は SMV に よ ると思

われ る褐斑粒が 多発 し、 普及 上 の 大 きな間題 とな っ て い る 。 また発生 状況 か ら 、

従来の 系統 とは異 な る系統が発 生 ・ 蔓延 して い る可能性が ある e そ こ で 、 被害地
の 種子 よ り得 られ た種 子 伝染株か ら分離 した ダイズモ ザイ クウイル ス の 系統を明
らかに した 。

【材料 と方法】

　中国四 国各県の うち 、 比較的サ チ ユ タカの 掲斑粒 の発 生が 多か っ た 陶山農試 、

広 島農試 、 鳥取農試 、 徳島農試の種子 サ ン プル よ り、 褐斑粒を選別 して 、 プラ ン

ター
に播種 し 、 第 1 本葉 または 第 2 本 葉の 病 徴の 有無か ら種子伝 染株を選別 した 。

　抗 SMV 抗体に よ る ELISA法 に よ り種子 伝染株の 感染 ウイ ル ス の 確 認 を行 っ た 。

　得 られ た種子伝染株の罹病葉 を磨 りつ ぶ して 、 サチ ユ タカ （A ，
B 抵抗性）、 タ

マ ホ マ レ （A ， B ，　A 　2 系銃 抵抗性 ）に カー ボ ラ ン ダム に よる汁液接種 を行 っ た 。

　さ らに SMV の 系統糊勝 品種 （十 勝長葉 、 奥羽 t3 号 、 白豆 、
　Harosoy：高橋 ら

の 判別 品種）、 （ヒ ュ ウガ 、 ア キヨ シ 、 ア キセ ン ゴク 、 Rarosoy：中野 らの 判別 品種）
に 汁液接種 を行い従 来の 系統 と比較 した 。

【結果 および考察】
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褐斑粒 か らの 種 子 伝 染率 は 、 圖 山 ： 6．　7％、 広 島 ： 1．磯 、 鳥取 ：O．8％で

あっ た 。

得 られた全 て の 種子 伝 染 した ウイ ル ス は 、 抗 SMV 抗体 に反応 した 。

細山農試 、 広 島農試サ ン プル 由来の SMV は、 サ チ ユ タカ に モ ザ イ ク
症 状を 、 タマ ホマ レ に ネ ク ロ

ー
シ ス 症状を引 き起 こ す系統で あ っ た 。

鳥取農試サ ン プル 由来の SMV は 、 サ チ ユ タ カに モ ザイ ク症状 を引 き

起 こ すが 、 タマ ホマ レ に は病徴 を引 き起 こ さな い 系統で あっ た 。

判別品種へ の 接種 検定 の結果 、 岡 由農試 、 広島農試サ ン プル 由来 の S
MVf ま、 比 較的 D 系統に 近 い が 、 タマ ホ マ レ 、 ア キ セ ン ゴ ク 、 奥羽 1
3 号 の 反応 にお い て ネ ク ロ ー シス を引 き起 こ し完 全 に粘 死 させ る系統
で あ っ た 。

一
方 、 烏取農試サ ン プル 由来の SMV は 、

　 SMV の A2 系

統に 分類された 。

　中国四 国地域 で は 、 新 品種の 導入 に伴 い こ れまで こ の地域 で 問題 に な らなか

っ た SMV 系統の 蔓延 の兆 しが 認 め られ た 。 今後 、 さらに発生 ウイル ス 系統を
調査す るとともに 、 そ の結果 に基 づ い た 品種の 開発が 重要で ある。
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第 1 表　　供試サ チ ユ タカ種子の 褐斑粒率と種子 伝染率

場所

褐 斑 粒 率
　　　　 供試粒数
　　　　　　　　　数（％ ）

発 病個 体種 子 伝 染

率 （％ ）
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第 2表 分離株接種の タマ ホマ レ ・

　　　サ チ ユ タカ の 反応

由来別

供試株

供試品種

タマ ホマ レ サ チユ タカ

岡 山鏡野  

岡 山鏡野  

岡 山鏡野 
岡山 鏡野 
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M ： モ ザイ ク症状 、

一
：無病徴

NS ： ネク ロ ー シ ス

第 3 表　判別品種 へ の 汁液接種の 結果

判別品種

　　　ウイル ス 由来場所　　　　既知 系統 （文献）

岡山鏡野　広島福山　鳥取農試　 A2　　　 D
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